

学校に行っても行かなくても

あなたは私の大事な子ども

～まずは家庭を安心できる場所に～　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ごしょごしょクラブ　岡かおる

　子どもが学校に行き渋り始めると、たいていの親たちは慌て、驚き、嘆き、バトルを繰り返す。ある人は納得がいかないまま、またある人は学校の意味を自問しながらやがてそれぞれの「不登校」生活が始まる。しかし、頭ではなんとか学校に行かないことを受け入れたとしても、子どもが一日中家にいる生活が始まると、親にとってこの上なく便利だった「勉強と給食付き保育所」の恩恵はなくなり、生活すべての負担が（母）親の肩にかかってくる。不登校の大変さというのは、よく言われる子どもの将来の心配というより、実は目の前にある孤立しがちな毎日の暮らしの厳しさにこそあると私は思う。

　子どもは安心できる場所があり信頼できる大人がいれば、たいてい安定し元気に暮らせる。それができれば心身の不調、生活の荒れなど「不登校に関わる困った問題」の多くは消え始め、その子本来の笑顔が戻ってくるはず。不登校になったその子ばかりを問題にするのはそろそろやめにして、学校に戻すためだけに注いできた膨大なエネルギーを、親が毎日を楽に過ごすための環境作りに使うことができれば、こんなにも子どもたちを追いつめなくてすむだろうにと思う。

　そうは言っても日本は相変わらずの学歴社会。子どもが少し落ち着くと、今度はいつまで休ませるべきなのか、勉強は？友だちは？進学は？母親の仕事は･･･と、次々と不安材料が押し寄せてくる。外国にはいろんな種類の自分に合う学校を選べる所も多いというが、今の日本では難しいからほとんどの子は家にいる。学校へ行くのが当たり前に育った私たちがそんな子どもの姿を認めるのは容易なことではない。実際認めようにも他の選択肢の情報がほとんどなければ学校に戻すしか方法がないと考えてしまいがちだ。

　しかし、ちょっと視点を変えれば学ぶ場は日常のどこにでもあることに気づく。多少の手助けさえあれば、学校なしでも子どもたちはどんどん普通に育っていく。決して一人じゃないし、仲間もできる。ゆっくり自分に合う場所や方法を探していけばいいのだ。今や小中学校に一日も行かなくても卒業はできるし進学の方法もいろいろある。大学にだってちゃんと行ける。しんどくなければ学校に戻ったっていい。中には学校が居場所になっている子もいるだろう。自分のペースでうまく利用すればいいのだ。どちらがいいとか悪いとかではなく、どちらでもいいし、人それぞれだということだ。

　私自身は学校に行かない子どもとの生活がかれこれ10年になった。長男は8年ぶりに学校生活を始め、現在定時制高校の2年。小学6年生の次男はこのままのんびりがいいと、今のところ中学に行く予定はない。学校に行かない生活にもいい所はいっぱいあるのに「不登校」だと否定ばかりされるのがいやになって、「ホームスクール」という言葉を使うようになった。欧米では学校に行かず家庭で学ぶ方法として法律で認められている国も多いという。同じような親子と出会いたくて5年前に始めた集まり「ごしょごしょクラブ」では週に一度、スポーツや季節の行事を楽しんでいる。地域の中では、ＰＴＡの協力を得ながら小学校で定期的に「不登校茶話会」なるものも始めた。実際何年も過ごしてみれば家でも子どもは普通に育つことにだんだん気づき、安心できるようになると多くの親は言う。もちろん初めての経験だから、自信があるわけでもなく試行錯誤の連続だ。でもそれは子どもが学校へ行っていても同じだろう。学校の呪縛から解き放たれ、「学校に行っても行かなくても、あなたは私の大切な子ども」と言ってやることができるなら、子どもたちはどこにいてものびのびとその子ども時代を過ごすことができるだろう
(『あんだんて通信』No.11　二〇〇五年一月　から転載)







